
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

  

   

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

～はじめよう、      コロナ禍後のまちづくり～ 
 

今年も「好きな名取と生きていく」をメインテ

ーマに、住みよい名取のまちづくりを具体的に

学ぶ機会としてフォーラムを開催します。令和

になってから豪雨災害や新型コロナウィルス感

染拡大など多くの災禍に見舞われています。不

安で気が休まらない生活が続く時だからこそ、

たくさんの人たちが元気で笑顔になれる「まち

づくり」への必要性が高まっています。 

そこで、まちづくりプロジェクトの始め方か

ら終わり方まで、ポイントを分かりやすく解説

し、体系化された知識や方法を身に付け、個別の

事情に応じた計画が立てられるようになる「ま

ちづくりプロジェクトの教科書」の著者、小地沢
こ ち ざ わ

将之氏を基調講演の講師にお招きします。  

 

日時 10 月 18 日（日）13：00～16：00  

会場 名取市市民活動支援センター ２階 

開催方式 遠隔会議システム Zoom 使用 

定員 Zoom100 名、会場 20 名（先着順・要予約） 
参加費 無料（インターネット通信料は各自のご負

担となります）※インターネット環境と、スマートフ

ォン・PC・タブレット等によりご参加可能。 
 

 

 

 

■基調講演 13：05～13：50 

〇演題『まちづくりをはじめよう、つづけよう』  

講師 小地沢  将之さん（宮城大学事業構想学

群准教授・NPO 法人コミュニティ代表） 

 

■パネルディスカッション 14：00～15：30  

〇テーマ 『名取の未来をプロデュース』 

よりよい名取市を目指す為に向かうべき方向

などを、各自これまでの経験をもとにディスカ

ッションし学び合います。 

〇コーディネーター 大泉 大介さん 
（河北新報社  防災・教育室部次長） 

〇アドバイザー 小地沢 将之さん 

〇パネリスト 

・長沼 俊幸さん（閖上中央町内会 会長） 

・尾形 理恵さん（公民館主事・虹色マカロン） 

・畑中 駿平さん（名取天文台 代表）                           

■質疑応答 15：30～   

■閉  会 16：00  

 

 

1975 年仙台市生まれ。学

生時代には NPO 法人コミ

ュニティを起業し、現在に

至るまで、住民が主体とな

るまちづくり活動のノウハ

ウの提供や公共施設の再編

事業、東日本大震災や熊本

地震での復興支援活動など

実践的なまちづくり活動を

行っている。東北公益文科大学地域共創センター長、

仙台高専准教授などを経て、2019 年より宮城大学

事業構想学群准教授。博士(工学)。 

■開会   13：00 

第 6 回名取市市民活動フォーラム 

 
 

申込方法  名取市市民活動支援センターへ 
Zoom 希望の方はお名前、所属団体等を明記の上、
メールでお申し込みください。 
メール：npo@natori-npocenter.or.jp 
 

 

「好きな名取と生きていく」 

つづけよう 

プロフィール 

mailto:npo@natori-npocenter.or.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

2020 年 2 月下旬から続く新型コロナウィルス

感染拡大防止のための様々な自粛要請に伴い社会

経済は大きなダメージを受けてきました。人との

接触が制限され、参加と協力が求められる市民活

動（NPO）においても事業継続に悪影響が出てお

り、深刻さが日々増しています。 

 

市民活動団体は、自主的、自立的な活動として

行政や企業にはない自由な発想により地域社会に

密着した課題解決への取り組みを行ってきまし

た。現在、コロナ禍による新たな課題が増えてい

るからこそ、これまで以上に団体の基盤強化や合

意形成を図る機会がとても重要になってきます。   

しかし、政府から「新しい生活様式」としてソ

ーシャルディスタンス（社会的距離）を求められ

るようになり、これまでは当たり前に出来ていた

人を募るセミナー・企画イベントを開催する活動

形態や、対面での会議・ミーテイングの実施が適

切ではなくなっています。  

感染症防止対策実施の長期化を余儀なくされた

結果、世の中の様々な常識が形を変えているコロ

ナ禍で、コミュニケーションの取り方も時代の変

化に対応していく必要が出てきました。 

 

 

最近ではオンラインツールの社会的ニーズも高

まり、オンラインでのイベントやセミナーも多く

開催されるようになりました。これらオンライン

ツールのメリットは、対面を避けられることは勿

論、移動距離・時間を気にしない手軽さも好評で

す。その中で遠隔会議システム Zoom（ズーム）

を様々な人が使い始めています。パソコンやスマ

ートフォン、インターネット環境があれば簡単に

接続することができ、レコーディングのアイコン

をクリックするだけで録音・録画記録を残せるの

 

で会議に集中できる他、情報共有と意思決定の迅

速化、責任者不在によるリスクを回避するなど、

今までのように多忙なメンバーの日程調整に要す

る時間を削減することができ、スピード感のある

スケジューリングが可能になりました。 

今後は、単なる対面の補足版ではなく IT 技術を

応用した距離を感じさせない性能へと進化する可

能性に期待が高まります。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民活動（NPO）においても、今後いつまで続

くかわからない‟with コロナ”と言われる状況下

で、対面からオンラインツール活用へ新たな価値

を見いだしながら、感染防止対策以外の有事の時

にも NPO 活動を停滞させず、安定した事業運営

を続けるためにも活動手法を変化させていく事が

求められています。 

 

なとセンでは、既に Zoom の基礎講座と情報交

換会を各２回開催しています。名取市内の市民活

動団体で Zoom を体験したい方は、お気軽になと

センまでお問い合わせください。 

 

新しいコミュニケーションの形 
オンラインツールの活用 

変化の時を迎えて 

 

これからの カタチ 

 



法人代表の小地沢将之さんは、大学院生時代の

1999 年に任意団体「アーバンネット」を立ち上げ

ています。この団体での経験が、特定非営利活動法

人コミュニティで法人としてのミッションを遂行

するエネルギーの源点になっているとも言えます。 

その前年に大学生だった小地沢さんは、都市デザ

インも学んでおり分煙が推進される社会情勢にお

いて、仙台市で社会問題になっていた吸殻を含むゴ

ミのポイ捨て解消を卒業論文の研究課題として行

動を始めます。 

 

「アーバンネット」では、ボランティアを募り、

参加した市民（若者）と共にゴミ拾いへの参加の場

を企画し、参加者への景品提供に協賛した企業とも

連携し、行政のまちづくり助成金を活用するなどし

て発展して行きます。さらに「アーバンネット」の

活動が大きく新聞掲載されたことで、全国で話題に

なるというマスコミをも巻き込んだ最高のまちづ

くり活動モデルになった事はいうまでもありませ

ん。その後、活動期間を 2 年と決めていた「アーバ

ンネット」の活動を終了し、2001 年には、誰でも

気軽に参加できるまちづくりの実現を目指す「特定

非営利活動法人コミュニティ」を設立します。 

 

 

 

 

 

 

 

法人設立 10 年を迎える年に、東日本大震災の発

災がありました。小地沢さん自身、直接被災はして

いないという負い目のようなものを感じつつ居住

地だった山形県酒田市と、大きく被災した家族の住

む仙台市を往復する日々が続きます。やがて、まち

づくりをする人間として正しい情報を得ないと何

も始まらないと思い立ち、カメラを持って出かけま

  

す。向かった先では、カメラ撮影を躊躇するほどの

壊滅的な被害光景があった一方で、コンビニも閉店

し食料品が手に入らない時に再開している個人商

店の機動力や、イオンモール名取が駐車場を開放し

様々な支援活動を受け入れていた現場は、単なる商

業空間が別の形で機能した姿であり風化させては

いけないと感じる貴重な体験だったと語ります。 

2014 年には、震災で甚大な被害を受けた名取市

閖上地区に慰霊碑を建立する計画が固められた際、

公開型プロポーザルによる選定となった公募要綱

策定と提案書の審査にも携わっています。 

現在も法人としては、県内外の被災地域支援を含

む実践的なまちづくり活動と行政事業の支援を行

う高度な技術が必要とされる活動を精力的に継続

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゴミ問題解消活動から 21 年を経て、今、小地沢

さんは、まちづくりは、生活環境を良くしていく作

業に過ぎないとしながらも、身近に困りごとを共有

する場があることと何かしたいという意欲のある

人を繋ぎ、解決の仕掛けを作るプレーヤーの存在が

必要と定義します。あの時の「アーバンネット」は

その意味でも、すごく大事な仕掛けだったと振り返

り今後を見据えます。また、大上段に構えず作業ご

とに関わり方の多様性を作り、取り組んだ成果が見

えて自分に跳ね返ってくる、そんな“楽しみ方”に

シフトしていけるといいという発言に、まちづくり

の奥深さが感じられる取材になりました。 

 

 

 

 

 

 

登録団体活動紹介 

特定非営利活動法人コミュニティ 

 
 

連絡先 特定非営利活動法人コミュニティ 

☎ 022-341-4680（FAX 兼） 

✉ com@hiyokosky.com 

 

みんなを巻き込む活動 

ゴミのポイ捨て解消！  

まちづくりを楽しむ 

■

慰
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建
立
か
ら

一
年
間
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震災、そして慰霊碑建立 

■

仙
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市
か
ら
の
委
託
で

取
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組
ん
だ
公
共
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発 行 日：令和 2 年 9 月１日         

発 行：名取市市民活動支援センター      

発行部数：1,000 部 

編  集：特定非営利活動法人 パートナーシップなとり 

問合せ先：〒981-1232 宮城県名取市大手町 5 丁目 6－1 

TEL：022-382-0829 FAX：022-382-0841 

E-mai l：npo@nator i -npocenter .or . jp 

HP：https://www.natori-npocenter.or.jp 

Blog：https://blog.canpan. info/natori 

 

 

なとセン information 

市民活動情報交換会 

～協働提案事業で意見交換～ 

 
● 開催日 9 月 24 日（木）・10 月 22 日(木)  

● 時 間 13：30～、14：45～、16：00～ 

● 会 場 名取市市民活動支援センター 

● 定 員 先着３団体（要予約） 

● 相談料 無 料 

 

名取市で市民活動をしたい、既に活動

している方を対象に、助成金相談会を実

施します。日程変更については応相談。 

【問い合せ】名取市市民活動支援センター  

      ☎ 022－382-0829 

 

教えて！市民活動 助成金専門相談会 相談者募集中 

 

登録団体 会員募集 !! 

 

9月30日(水) 開催日 

● 時 間 13：30～15：00 

● 会 場 名取市市民活動支援センター 

● 対 象 名取市内で活動するＮＰＯや市民活動団体、協働提案事業に興味のある方 

● 参加費 無料         ● 定 員 20 名（先着順・要予約） 

● 申込先 名取市市民活動支援センター 

 ● 申込方法 電 話 022-382-0829  FAX  022-382-0841 
      メール npo@natori-npocenter.or.jp  ※休館日の火曜日を除く 

 

 市民活動団体が単独では期待する効果を出し難い活動企画などがあります。行政と

連携する協働提案事業を活用することで、より効果的な団体活動を行う事が期待でき

ます。行政から協働提案事業の説明を受け、意見交換を行うことで「協働」の有用性

を高めていくことを目的として開催します。 

 

   年会費    

正会員 3,000 円 

子ども会員・学生会員 500 円 

協賛会員 5,000 円 

    問合せ    

国際交流協会ともだち in 名取 

電 話 080-5226-5931 

メール tomodachi_in_natori@yahoo.co.jp 

 

海外出身の皆さんとの日本語講座

や文化体験など、グローバルな交流

をしてみませんか？ 

名取市市民活動支援センターにて、

活動しています。 

 

    

    

 国際交流協会ともだち in 名取  

 

行政提案型 

事業が新設！ 
 

 

mailto:npo@natori-npocenter.or.jp

